
第５・６学年 道徳科学習指導案 

日 時：令和元年９月９日（月）５校時 

場 所：浅茅野小学校５・６年教室 

児 童：５年 ３名 

                                 ６年 １名  

                                             計４名 

指導者：教諭 ○○ ○○ 

 

１ 主題名 

第５学年 第６学年 

広い心で【B-(11)相互理解、寛容】 明るく生きる【A-(2)正直、誠実】 

 

２ 資料名 

第５学年 第６学年 

『名医、順庵』東京書籍「新しい道徳５」 『手品師』東京書籍「新しい道徳６」 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について(授業者の価値観) 

第５学年 第６学年 

本主題は、内容項目「B 主として人との関わりに関

すること」の「(11)自分の考えや意見を相手に伝える

とともに、謙虚な心をもち、広い心で自分と異なる意

見や立場を尊重すること」を扱うものである。「自分と

異なる意見や立場を尊重する」ことは、広がりと深ま

りのある人間関係を構築するために必要不可欠なも

のである。しかし、自分の意見(立場)と異なる人のこ

とを理解し、受け入れることは容易ではない。自分の

意見(立場)も大切にしつつ、異なる意見(立場)の人の

ことも受け入れ、理解しようとする柔軟な心を育てる

必要がある。 

本主題は、内容項目「A 主として自分自身に関する

こと」の「(2)誠実に、明るい心で生活すること」を扱

うものである。「誠実」であることは、集団生活の中で、

楽しく快適に暮らすためにも大切なことである。しか

し、日常生活の中で過ちや失敗は誰にでも起こりうる

ことである。その時に嘘をついたり、ごまかしたりす

ることは、他者の信頼を失い、自身に後悔を生む。そ

れらを乗り越えるために、自分自身に対する真面目

さ、伸び伸び過ごそうとする心の明るさなど、誠実な

生き方を大切にする心情を育てる必要がある。 

 

（２）児童の実態(児童観)～省略 

  



（３）教材について(教材観) 

第５学年 第６学年 

本資料は、順庵が、弟子である孝吉の過ちを一方的

に叱責するのではなく、孝吉の心の内を静かに聞き、

遠く離れた病床の母への思いを慮り、過ちを許すとい

う話である。本時は、順庵の人柄の素晴らしさや、孝

吉の立場に立って許しているところ、更に、悩みに気

づいてやれなかったことを謝罪している姿に触れ、相

手のことを理解し、認めることの大切さについて考え

させるために、「孝吉の話を聞いた順庵はどんなことを

考えただろうか。」という中心発問をする。この中心発

問により、順庵の孝吉のことを理解し、認めたことの

素晴らしさに気づかせるとともに、自身の経験と照ら

し合わせ、相手のことを理解し、認めることの大切さ

を理解することに繋げたい。 

  本資料では、あまり売れない手品師が、大劇場のス

テージに立てるチャンスを捨て、男の子と交わした約

束を守るという内容の話である。本時は、手品師がそ

の決心をするまでの心の葛藤に目を向け、共感的に考

えさせるために、「手品師が男の子の前で手品をして

いる時の気持ちを想像しよう。」という中心発問をす

る。この中心発問により、手品師が葛藤の末に下した

決断について、その思いを想像し、自身が誠実である

ために大切にしたいことは何なのか考えさせること

に繋げたい。 

 

４ ねらい      

第５学年 第６学年 

  順庵の、相手のことを理解し、認める姿を通して、

相手の立場に立ち、異なる意見(立場)の人のことも受

け入れ、理解しようとする柔軟な心を育てる。 

手品師の、葛藤しながらも自分にとって大切なことを選

ぶ姿を通して、自身が誠実に生きるために重視したいこと

は何かを考え、誠実な生き方を大切にする心を育てる。 

 

５ 授業のポイント 

第５学年 第６学年 

・  登場人物になりきって考えさせるための工夫 

資料は教科書を使わず、コピーしたものを使用

する。配布の際に、前半と後半に分けて配布する。 

前半は孝吉が順庵の部屋に連れていかれる場面ま

でで、その後の順庵の言動を「自分ならどうする

か。」自由に発想できるようにする。また、後半は、

順庵の言動を中心に取り上げ、順庵の言動につい

て考察するとともに、順庵の考え方と自分の考え

方を比較し、キーワードである「寛容」に近づけ

るようにする。 

・  自分の考えを深めるための工夫 

      自分の考えを深めるために、３人での意見交流

の時間を設定するとともに、交流後、友だちの考

えを受けて、自分の考えをさらに深める場面を設

定し、考えを深め、広げられるようにする。 

・  内容項目を深く意識させるための工夫 

導入段階で先に本時の内容項目を示し、そこか

ら連想するワードを樹形図的に書き出していく。

これにより内容項目に対して、今の自分がかんが

えていることが視覚化できる。更にこれを振り返

りで活用し、授業で深まった考えなどを書き足し

ていくことにより、自分の考えの深まり、ひろが

りを視覚的に実感できるようにする。 

・  登場人物になりきって考えさせるための工夫 

  資料は教科書を使わず、コピーしたものを使用

する。配布の際に、前半と後半に分けて配布する。

前半は、手品師が電話を受け葛藤しているところ

までで、その後の手品師の判断を「自分だったら

どうするか。」自由に考えさせ、自身の考える誠実

について深く考察できるようにする。 

・  考えを深め、自己の生活と結びつけるための工夫 

  授業の最後に道徳カードを活用し、授業で考えたことをまとめ、振り返る時間を確保することで、今日

の授業で考えたことと今後の生活を結びつけて考えられるようにする。 



 

６ 本時案      

時

間 

学習活動 

(◎中心発問、○発問、・児

童の反応、☆教師の働き

かけ) 

指導上の留意点 

(□評価、◆内容

項目に迫るため

の手立て) 

直接 or

間接指導 

指導上の留意点 

(◾️評価、◆内

容項目に迫る

ための手立て) 

学習活動 

(◎中心発問、○発問、・児

童の反応、☆教師の働き

かけ) 

時

間 

導

入 

○大切な本を貸した友だ

ちが、本を汚してしま

い、泣きそうな顔で謝

っています。あなたは

どんな気持ちになりま

すか。 

・許せない。 

・わざとじゃないなら仕

方ない。 

○お話を聞いて、次のこ

とについて考えよう。 

範読(前半) 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆資料を２分

割にして提

示する。 

 

  ・キーワード

について、辞

書的な意味

を調べさせ

る。 

◆キーワード

から連想す

る言葉を自

由に書かせ

る。 

☆キーワードの発表 

「誠実」 

○キーワードから想像す

ることを樹形図に書こ

う。 

導

入 

展

開

前

半 

○順庵に「元気がないが」

と声をかけられた時、

孝吉はどんなことを考

えただろう。 

・本当のことを言ってし

まいたい。 

・本当のことを言ったら

弟子をクビになるかも

しれない。 

◎孝吉の話を聞いた順庵

はどんなことを考えた

だろうか。 

・何があっても盗みはだ

めだ。 

・事情はよくわかるし、

仕方ない。 

・孝吉は悩んだだろう。

かわいそうだな。 

個人思考→３人で交流→

自分の考えを深める 

 

 

 

 

◆ワークシー

トに記入す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◾️孝吉の事情

を慮って、

自分ならど

う対応する

か考えるこ

とができた

か。 

 

 

   

◆資料を２分

割にして提

示する。 

 

 

※発問に対し

て、教師もい

くつか考え

を提示する。 

 

 

 

 

 

◆事前に他校

などと連携

して考えを

集めておい

て紹介する。 

発表 

範読(前半) 

○手品師はどんな気持ち

で「きっと来るよ。」と

言っただろう。 

・男の子が可愛そう。 

・励ましてあげたいな。 

○手品師が友人の誘いを

聞いた時、どんなこと

を考えただろう。 

・チャンスだ！ 

・でも、男の子との約束

もあるし、どうしよう。 

範読(後半) 

◎手品師が男の子の前で

手品をしている時の気

持ちを想像してみよ

う。 

 

展

開

前

半 



展

開

後

半 

意見発表 

範読(後半) 

○順庵の言葉を聞いた孝

吉は順庵のことをどう

思っただろう。 

・優しい。 

・ありがたい。 

・心の広い人だな。 

○今日のキーワードはな

んだろう。 

キーワード「寛容」 

◆実物投影機

を使ってワ

ークシート

を見せる。 

◆昨年度の５

年生の考え

なども提示

し、考えを

深める。 

◆自分の考え

と、順庵の

考えを比較

できるよう

にする。 

 

  ※挿絵の表情

も手がかり

になること

を示唆する。 

◾️手品師の気

持ちを想像

し、誠実であ

るために大

切にしたい

ことについ

て考えてい

る。 

・男の子が喜んでくれた

から、これでいいんだ。 

・せっかくのチャンスだ

ったのに。 

展

開

後

半 

ま

と

め 

○今までに人の失敗や過

ちを許した経験があり

ますか。 

道徳カードに記入し、授

業を振り返る。 

◾️自分の生活

を 振 り 返

り、今後の

生活に生か

そうとして

いるか。 

   

◾️自分が誠実

であるため

に大切にし

たいことを

考えること

ができたか。 

◆樹形図に追

記する事で、

考えの深ま

りや広がり

を視覚化し、

実感できる

ようにする。 

 

発表 

○自分が誠実であるため

に大切にしたいことは

なんだろう。 

道徳カードに記入し、授

業を振り返る。 

樹形図に追記する。 ま

と

め 

 

  



 

７－１ 板書計画(５年生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－２ 板書計画(６年生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



８－１ ワークシート(５年生) 

 

 

８－２ ワークシート(６年生) 

 

８－３ ワークシート(道徳学習カード)～省略 

「
名
医
、
順
庵
」 

 

名
前 

  
 
 
 

☆
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
考
え
る
か
、 

書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

○
順
庵
に
「
元
気
が
な
い
が
・
・
・
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
、 

 
 
 

孝
吉
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 

    

◎
孝
吉
の
話
を
聞
い
た
順
庵
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
だ
ろ
う
。 

 
 
 

①
自
分
の
考
え 

    
 
 

②
友
だ
ち
の
考
え 

     
 
 

③
友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
て
、
考
え
た
こ
と(

自
分
の
考
え) 

 

    

 

キーワード連想ゲーム 

    名前                 

 

 

 

 

 

誠実 


